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第4節 委員会の設置

本計画の策定に当たつては市関係部課長で組織する『 島田宿大井川川越遺跡整備基本計画策定委

員会』を設置し、整備計画策定のための基本方針等を検討した。また、学識経験者や地元代表者、

市関係幹部職員で構成する『 島田市島田宿大井川川越遺跡整備委員会』を設置し、整備計画策定ヘ

の指導をいただいた。

島田宿大井川川越遺跡整備基本構想策定委員会
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第 5節 計画策定の対象範囲

図2 計画対象範囲図
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本計画は川越遺跡を中心に大井川河川敷を含む島田市河原一丁目、二丁目を対象範囲とする。
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第 2章 計画地の現状

第 1節 自然的環境

1 位置

島田市は静岡県のほぼ中央に位置し、南アルプスを源流とする大井川が激 しく蛇行 しながら市内

を北から南へ流れている。市の北部には山林が広がり、り|1沿いの斜面では茶の栽培が盛んに行われ

ている。南部の大井川右岸は大井川の氾濫原 として金谷・初倉地区の平地が広がり、さらに太古の

地7_7変動によつて大井川の河床が隆起してできた牧之原台地が南に向かつて広がつている。大井メ||

の左岸には扇状地が形成され、藤枝・焼津方面に向かつて志太平野が広がっている。

川越遺跡は大井川の左岸、旧東海道と大井川の接点に位置し、河原一丁目、二丁目にまたがる街

道約 270mと その両側のり11越 し関連の宅地や堤防跡が指定地となつている。

図 3 川越遺跡の位置

2 気候

一年を通 して温暖な気候に恵まれ、

平均気温は 15℃程度で、最も気温の下

がる 1月 から2月 の平均気温も5℃ほど

と温かく、降雪は珍しい。

雨季は 6、 7月 の梅雨と 9、 10月 の台

風シーズンで、冬季は雨が少なく乾燥

し、大井川右岸の牧之原台地ではこの

地方特有の「遠州の空つ風」と呼ばれ

る冷たく乾燥 した強風が吹く。

図4 月別平均気温・降水量 (平成 28年 )

資料 :島田市統計書 (平成 28年度)

前後の平坦な土地である。浅井治平氏や大塚淑夫氏の研
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3 地形・地質

遺跡周辺は大井り||の 氾濫原で、標高 65m
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究によれば、大井り||の流路は「天正の瀬替えJ以前は、牛尾 山 (駿河山)が相賀の山と尾根続きで

あったため、横岡から西に向かつて流れた大井り:Iは 、A:志戸呂で牧之原台地に当たつて流路を東

に変え、向谷から伊太→旗指→野田→岸へと山伝いを通る流路と、B:志戸呂から二軒家へ牧之原

台地の浸食崖沿いを通つて河原→横井→高島方面を下る流路があつたと考えられている。いずれも

遺跡を含めた現在の島田の市街地の大部分は、かつて大井川の河道になつたため、大井川の上流か

ら運ばれてきた大量の九い川原石や砂・砂利が混ざつた砂礫層が厚く堆積 している。

大井川の氾濫を防ぐため、遺

跡周辺 では高土手 (現在 消

滅)・ 島田大堤 (桜堤防)・ 善太

夫嶋堤 (一部復元)堤防が南

北に築かれ、最も西側に県道河

原。大井川港線が走る第一堤防

が造 られている。この堤防の西

側は川越広場 と呼ばれる河川

敷公園 とマラソンコースが整

備 され、さらにその先に大井川

の川原が広がり、平時は幾筋か

に分かれて河水が流れている

が、大雨になると満々と水をた

たえた濁流の大河となる。
国 5 大井川流路変遷国

4 植生

遺跡とその周辺の植生について、厳緯道秀籠 蘊歯』(1806)や『譲満記』(1818)の挿絵など
しまだおわ

磐ゃ街道の南北両側に松並本が植えられ、集落の周江戸時代の川越し場を描いた絵画には、島田大堤

辺は田んぼの広がる様子が描かれている。また、元禄 2年 (1689)に 書かれた『一目玉鉾』(井原西

鶴著)や『島田宿明細帳』 (事和 3年 (1803))な どには茶夷が茂つていたことが記されている。

現在、音の松並木は姿を消し、島田大堤と街道の接する場所に松が 2本残るのみで、街道整備事

業で新たに街道沿いに植樹した松が川会所前にある。島田大堤にあつた松は戦後自治会によつて植

樹された桜並木に代わり、3月 下旬には自治会主催の桜まつりが催され、お花見の名所として市民

に親しまれている。また、菜黄の木も全く姿を消し、街道の南北両側に広がっていた田んぼも工場

の進出や宅地化により、札場や二番宿裏にわず力ヽ こ残る。なお、宅地の増加に伴つて遺跡の周辺で

は様々な庭木が植えられ、60種類を超える樹木が確認されている。

第 2節 歴史的環境

1 旧石器時代

現在、市内で確認されている遺跡の中で最も古いものは、伊太地区にある①大蔦遺跡である。こ

の遺跡からは、1日石器時代のナィフ形石器や尖頭器などが発見され、石器の形態からみて 1万 8千

年前のものと考えられている。東日本では、石器を製作するときに縦長の剥片を素材として使用し、

西日本では横長の剥片を使 う。この遺跡からは横長の剥片が 1点出上しており、すでにこの時代か

ら東西の文化の交流があつたことがうかがえる。

10
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2 縄文時代

大井川右岸の②東鎌塚原遺跡では、全国で初めて平面の形が六角形の縄文時代中期の住居址を検

出している。この時代は、一般的に円形の住居址がみられるが、三角形など多角形住居は信州地方

の遺跡で多く検出されている。また、この遺跡からは、瀬戸内地方や渥美半島にみられる薄手の土

器 と長野・山梨県の厚手の上器が混在 して出土していることから、大井川と駿河湾が接するこの地

域は、大昔より東西 。南北の文化が交流する地域であったことが推測される。

3 弥生時代

大陸から米作りが日本に伝わつた弥生時代の遺跡は、市内では③旗指遺跡と④東山遺跡で弥生時

代中期の住居址が見つかつているほか、大津地区の⑤田ノ谷遺跡では鉄鏃が、⑥落合西遺跡で銅製

の腕輪が発見され弥生時代後期の集落跡が確認されている。また、金谷地区の⑦横岡城遺跡でも弥

生時代後期の壺が発見されたほか、川根町家山地区の⑧天王山遺跡では後期の住居址が見つかつて

いる。弥生時代の方形周溝墓の形態を持つ前期古墳である。

4 古墳時代

3世紀後半から7世紀にかけて島田市内でも多くの古墳が造られ、川根町家山地区では⑨天王山2

号墳が築造されている。その後、前期から中期にかけて造られた⑩城山古墳や①,鳥羽見古墳が確認

されている。古墳時代後期になると市内の丘陵地帯に古墳が多数築かれ、その周囲に集落が形成さ

れた。特に初倉地区の谷口原や野田地区周辺の丘陵には数多くの古墳や集落跡が見つかつている。

5 奈良・平安時代

7世紀後半から 8世紀にかけて全国の街道が整備

され、東海道は京より常陸国 (茨城)ま で整備 され

た。当時の駅名を記した『延喜式』によれば、島田

には遠江国初倉駅があったとされている。大井川右

岸の牧之原台地東端には、『延喜式』に記された敬満

神社が鎮座し、この神社西側の⑫宮上遺跡では、奈

良時代の住居址から「騨 (駅)Jと 墨書された土器が

出土した。隣接する⑬青木原遺跡でも円面硯が発見
「瞬」の文字が書かれた墨書土器

されていることから、この付近に初倉駅があつたと推定されている。10世紀中頃に書かれた『倭名

類衆抄』に「志太郡大津郷」の名が記載されてお り、11世紀中頃には伊勢神官の荘園である「大津

御厨」力`置かれていた。この頃には、伊太地区で灰釉陶器の生産が行われ、静岡県内中・東部から

神奈川県西部など関東地方に向けて広範囲に流通 していたことから、陶器の生産が御厨の貴重な財

源であつたことが想像される。

6 鎌倉・南北朝時代

鎌倉時代の歴史書『吾妻鏡』には建久元年 (1190)12月 に源頼朝が奥州征伐の帰途に宿泊した場

所 として「嶋田」の名が記されている。この嶋田は現在の野田地区の南にある元島田に想定されて

おり、頼朝の宿泊地となったことを考えると、この時期にある程度の規模の集落があつたとみてよ

い。また、貞応 2年 (1223)に書かれた『海道記』には京都からの旅人が播豆蔵の宿を過ぎ、大井

川の浅瀬を渡 り前島 (藤枝)を経て藤枝の市に至ったことが記されている。
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至徳 2年 (1385)11月 15日 の「足利義満御判御教書写」『 今川家古文書写』には「駿河国大津庄」

と記載されていることから、南北朝の内乱に御厨が解体 し大津庄とい う地名になったことがうかが

える。観応 3年 (1352)8月 、反足利尊氏派の佐竹兵庫助と駿河国守護今川範国の息子範氏が大津城

で激 しい争いを繰 り広げた。この戦いに勝利 した今川氏は大津に⑭慶寿寺を建立してこの地を拠′点

とし、駿河に進出する足掛かりとした。

7 室町・安土桃山時代

室町時代の大井り||の 渡渉について、永享 4年 (1432)

に将軍足利義教の富士遊覧の様子を記した『富士紀行』

や『 覧富士記』では島田から播豆蔵の宿を通過 したこ

とが記されている。

戦国時代に三河・遠江・駿河の三国を治める東海随

一の守護大名 となつた今川氏は、永禄 3年 (1560)に桶

狭間の戦いで今川義元が討たれると一族は衰退 し、武

田信玄と徳川家康が駿河に攻め込み、島田は武田氏の

支配下となつた。天正 3年 (1575)5月 、長篠の戦い

で武田勝頼が織田・徳川の連合軍に敗れると8月 には金

谷の⑮諏訪原城も落城 し、この地域の支配権力は武田か

諏訪原城跡

ら徳り|に移つていつた。

島田出身で今川氏に仕えた連歌師宗長が、駿府 と都を往復する旅の途中で金谷に一泊したことを

手記に記 している。また、永禄 10年 (1567)に富士見物のため下向した里村紹巴は、金谷宿から

島田へ渡る際に「大井り||を わたす人」がいたと記 し、後に川越人足となる渡渉を生業とする人々が

すでにこの時期には存在 していたことをうかがわせる。さらに、天正 10年 (1582)武 田氏討伐の

帰途に東海道を西進する織田信長の軍勢は島田 (元島田)を通過 して大井川を渡 り、金谷に至った

ことを『信長公記』は記 している。

天正 18年 (1590)に豊臣秀吉が小田原征伐によつて天下統一を果たすと、徳川家康は関東に国

替えとなり、大井ブ右岸の金谷は山内一豊が支配し、左岸の島田は中村一氏が支配した。この頃行

われた「天正の瀬替え」によつて大井川の流路が変わり、島田・金谷の両岸に新たな平野が形成さ

れた。これにより島田の宿場も現在の本通付近に移つたと考えられる。

8 江戸時代

島田宿は田中藩領だつた寛永と享保・元文期を除い

て代官所 (陣屋)が置かれ、幕末まで幕府領であつた。

慶長 6年 (1601)、 徳川家康による宿駅制度が設けられ

ると、島田宿においても本陣や旅籠、間屋場が整備さ

れた。慶長 9年の大井川の大洪水で宿場が流され再び

元島田に宿場が移るが、元和元年 (1616)には現在の

本通に戻 り宿場が再建されていつた。

参勤交代の諸大名や南地にある伊勢参 り。物見遊山

など街道を行き交 う旅行者が増大するのにともない、

元禄 9年 (1696)に 島田代官が新たに川庄屋を任命 し、

川越業務に当たらせた。これ以後、川越制度の整備が

０
４

島田大祭


